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※ あいさつ運動・春の全国交通安全運動立哨活動実施 ※

※ 平成２８年度 八重地区総会開催 ※

４月１７日（日） ４名のご来賓の皆様にご出席いただ

き、八重地区総会を開催しました。

まず、高原村の総会では、２７年度の事業・決算報告

のあと、解散に向けての決議を行いました。高原村の

資産（現金と炭）については、記念になるように運営委

員会で協議を行い、活用させていただきます。

次に協議会総会では、２７年度の事業・決算報告、２８

年度の事業計画・予算案の検討を行い、全ての協議事

項が承認されました。２８年度は、新しい取り組みとして

介護コーディネート事業が始まります。

いろいろな事業を行うには、皆さんの協力無しでは成

り立ちません。本年度もどうぞよろしくご協力、ご支援の

程をお願いいたします。
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４月６日（水） 入来地域一斉のあ

いさつ運動が実施され、それぞれの

場所で大勢の方と笑顔でのあいさつ

がかわされました。

また、６日（水）～１５日（金）の期間

は交通安全の立哨活動にも協力い

ただき、歩行者・運転者ともに、安全

への意識を高め合いました。

《 スローガン 》

横断は しっかりよく見て

たしかめて

※ あいさつ運動・春の全国交通安全運動立哨活動実施 ※

※ 高齢者介護予防コーディネート事業についてのお知らせ ※

目的

団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年には、単身高齢者世帯や高齢者

のみ世帯、認知症高齢者の増加が予想されるなか、介護が必要な状態に

なっても住み慣れた地域で暮らし続けることが出来るようにするため、高齢者

の自立意欲の向上と地域におけるつながり支援体制の整備を図ることを目的

とし、自治体に対し、地域の元気な高齢者が、支援を必要とする高齢者の支

え手になる体制作りを推進されている。

事業内容

・元気高齢者が虚弱高齢者を支える体制作り

（例） ・生活支援（ゴミ出し、買い物代行、話し相手等）

・見守り活動

・地域の高齢者に対する介護予防に資する体制作り

（例） ・住民主体の交流の場（サロン、コミュニティカフェ等）

・運動教室や栄養・口腔ケア等の教室など多様な通いの場の実施

当地区でも高齢化が進み、現在半数以上が６５歳以上です。５～６年後には

７０％を超えそうです。

総会のあと、４月１９日に市の事業説明会がありました。今後、すこやか部

会を中心に話し合いを進め、ボランティアの公募を行い、人員の仲介、支援が

出来るような体制作りを行って行く予定です。福寿会や福祉アドバイザー、民

生委員、自治会などの協力を仰ぎながら話し合っていきます。八重なりの無

理のない計画を立て、出来ることを拾い上げながらみんなで助け合って過ご

せる地区になるよう、ご協力をよろしくお願いいたします。



環境地域づくり部会で計画しておりますクリーン作戦を、下記日程で行いま

す。空き缶拾いとカーブミラー磨きです。動噴については、４名の方にお願い

してあります。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

日 時 平成２８年 ５月２２日（日）

午前８時から

集合場所 八重地区コミュニティセンター

※ クリーン作戦実施について （お知らせ） ※

鹿 大 牧 場 コミセンと桜

猶野さん宅 コミセン入口

八重の風景（春）


